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12
災
害
等
へ
の
対
策
を
強
化
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
を
集
積
し
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
し
ご
と
づ
く
り

激
甚
化
す
る
豪
雨
・
水
害
な
ど
へ
の
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
今
後
想
定
さ

れ
る
大
規
模
地
震
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減

を
図
る
ほ
か
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
体
制
の

強
化
や
感
染
症
対
策
の
充
実
な
ど
、
市
民

や
事
業
者
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
社
会

基
盤
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

迅
速
か
つ
効
果
的
に
取
組
を
進
め
て
い

く
た
め
の
重
点
戦
略
と
し
て
、
次
の
５
つ

の
戦
略
を
位
置
づ
け
、
人
口
減
少
に
よ
る

将
来
の
影
響
を
抑
え
、
現
状
の
課
題
に
対

応
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
好
循
環
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

富
士
市
総
合
計
画
と
は

市
の
政
策
を
推
進
す
る
基
と
な
る
富
士

市
の
最
上
位
計
画
で
す
。
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
、
市
政
運
営
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
行
う
た
め
の
基
本
的
な
方
向
性
を
定

め
て
い
ま
す
。

計
画
の
期
間
と
構
成

計
画
の
期
間

○
基
本
構
想

目
標
年
次
／
令
和
13
年

○
基
本
計
画

前
期
：
令
和
4
〜
8
年
度

後
期
：
令
和
9
〜
13
年
度

○
実
施
計
画

前
期
：
令
和
4
〜
8
年
度

後
期
：
令
和
9
〜
13
年
度

※
年
度
ご
と
見
直
し
。

計
画
の
構
成

❶
基
本
構
想

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
視
点
を
明
ら
か
に

し
、
め
ざ
す
都
市
の
将
来
像
を
定
め
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
、
基
本
的
な
政
策
の
大
綱

❷
基
本
計
画

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組

む
具
体
的
な
政
策

の
体
系

❸
実
施
計
画

基
本
計
画
で
定

め
た
施
策
を
具
現

化
す
る
た
め
の
事

業
計
画

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
地
域

経
済
の
速
や
か
な
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、

産
学
金
官
の
連
携
に
よ
る
新
産
業
の
創
出

や
既
存
産
業
の
活
性
化
支
援
、
企
業
誘
致

な
ど
に
よ
り
、
産
業
の
集
積
と
雇
用
機
会

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
産
業
の
創

出
や
、
働
き
た
く
て
も
働
く
こ
と
が
で
き

重
点
戦
略

富士山とともに
輝く未来を拓

ひ ら

くまち　ふじ

第六次富士市総合計画を策定しました

世界文化遺産・富士山は、日本一の頂を持つ我が国のシンボルであり、世界に名だ
たるその雄大かつ優美な存在は、市民の誇りであり、心のよりどころでもあります。
私たちの暮らしとともにある富士山に見守られながら、市民一人ひとりが自らの希
望を実現し、いきいきと輝けるまちを築いていくため、『富士山とともに　輝く未来
を拓くまち　ふじ』をめざす都市像としました。

基本計画

実施計画

基本構想
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戦略戦略戦略

345
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
等
の
希

望
を
実
現
で
き
る
社
会
づ
く
り

地
域
と
拠
点
が
つ
な
が
り
、
快

適
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

人
を
呼
び
込
み
、
に
ぎ
わ
い
と

交
流
を
生
む
魅
力
づ
く
り

め
ざ
す
都
市
像
の
実
現
に

向
け
た
基
本
姿
勢

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
導
入

①
政
策
推
進
の
全
体
最
適
化

事
業
を
立
案
及
び
実
施
す
る
際
に
、
経

済
、
社
会
及
び
環
境
の
相
互
的
関
連
を
意

識
し
、
統
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

相
乗
効
果
を
創
出
し
ま
す
。

②
地
域
課
題
の
解
決

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
世
界
共
通
の
も
の
さ
し

総
合
計
画
策
定
の
歩
み

総
合
計
画
は
、
市
民
懇
話
会
な
ど
を
通

じ
て
、
市
民
・
事
業
者
・
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
頂
き
な
が
ら
策
定

し
ま
し
た
。

○
フ
ジ
６ロ

ク
未
来
創
造
懇
話
会

�

（
平
成
30
年
10
月
〜
12
月
）

無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民
の
中
か
ら
選

定
し
た
1
2
0
人
で
構
成
さ
れ
、
全
市
的

な
視
点
に
立
っ
て
本
市
の
現
状
・
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
富
士
市
の
将
来

像
に
つ
い
て
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
審
議
会

�

（
令
和
２
年
２
月
〜
令
和
３
年
10
月
）

富
士
市
附
属
機
関
設
置
条
例
第
３
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
共
的
団
体
の
代
表
者

等
、
学
識
経
験
者
、
フ
ジ
６
未
来
創
造
懇

話
会
委
員
を
務
め
た
市
民
か
ら
成
る
30
人

で
構
成
さ
れ
、
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
市
長
か
ら

の
諮
問
に
対
し
、
答
申
を
頂
き
ま
し
た
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
至
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
環

境
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

生
活
に
必
要
な
施
設
を
公
共
交
通
の
結

節
点
が
あ
る
拠
点
に
集
約
配
置
し
、
こ
れ

ら
の
拠
点
と
各
地
域
が
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
集
落
地

に
お
け
る
暮
ら
し
の
質
の
維
持
や
ま
ち
な

か
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

本
市
の
様
々
な
地
域
資
源
の
魅
力
を
一

層
高
め
る
と
と
も
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化

の
ほ
か
、
国
内
外
か
ら
人
々
が
集
ま
る
機

会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

な
い
方
へ
の
支
援
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
行
う

な
ど
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
仕
事
が
で
き

る
環
境
の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

○
世
論
調
査
、市
民
及
び
事
業
所
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民

3
0
0
0
人
を
対
象
に
し
た
世
論
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
意
識
変
化
や
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
市
民
2
0
0
0
人
及
び

市
内
2
0
0
0
事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
意
見
の

収
集
・
周
知
を
幅
広
く
行
い
ま
し
た
。

で
、
地
域
を
俯ふ

瞰か
ん
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
、
経

済
、
社
会
及
び
環
境
の
三
側
面
か
ら
解
決
す
べ

き
地
域
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の

特
徴
や
強
み
を
活
か
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
地

域
課
題
の
解
決
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

③
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
共
通
言
語
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
か
ら
地
域
課

題
ま
で
多
様
な
課
題
に
つ
い
て
、
企
業
や

市
民
団
体
な
ど
様
々
な
関
係
者
間
の
共
通

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
の
協
力

関
係
を
広
げ
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
変
革
宣
言
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
最
大
限
の
活
用
は
、
本
市
が
取

り
組
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
市
民

生
活
の
利
便
性
と
満
足
度
を
高
め
る
た
め

に
有
効
な
手
段
で
す
。

こ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
格
差
に
配
慮
し

つ
つ
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
」、「
地
域
活
性

化
」、「
行
政
経
営
」
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
を

３
つ
の
柱
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
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少子高齢化と人口減少の進行
をはじめ、新型コロナウイルス
の感染拡大によるライフスタイ
ルや価値観の変容、自然災害の
頻発や激甚化など、社会情勢は
目まぐるしく変化しています。
こうした中でも、市民の皆様が
夢や希望を持ち、住みたい・住
み続けたいと思える持続可能な
まちを実現していく必要があり
ます。
計画の審議に当たっては、市
長から委嘱された委員30名で、
審議会を延べ７回、分科会を延
べ３回開催し、様々な立場の委
員が専門的な見地や市民の目線
から、活発な審議を重ねてきま
した。
本計画を市民や事業者等の皆
様と共有し、めざす都市像であ
る「富士山とともに　輝く未来
を拓くまち　ふじ」の実現に向
け取り組まれることを期待しま
す。

富士市総合計画審議会　会長
石川 良

よし

文
ふみ

さん（南山大学教授）

住みたい・住み続けたいと
思える持続可能なまちを



ま
ち
の
主
役
は
市
民
で
す
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
が
更
に
多
様
化
す
る
中
、

年
齢
や
性
別
、
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
一
人

ひ
と
り
が
輝
き
、
地
域
の
力
が
発
揮
で
き

る
ま
ち
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
と
地

域
、
関
係
団
体
、
事
業
者
な
ど
と
協
働
し

て
、
様
々
な
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
台
風
、
局

地
的
豪
雨
等
の
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
市
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、地
域
防
災
力
の
強
化
、

河
川
整
備
な
ど
の
治
山
・
治
水
対
策
、
消

防
・
救
急
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
災

害
リ
ス
ク
の
把
握
、
市
民
や
事
業
者
等
と

協
働
し
た
支
援
体
制
の
確
立
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
総
合
的
な
対
策

を
強
化
し
、
災
害
に
強
い
し
な
や
か
さ
を

持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
交
通

事
故
や
犯
罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
関
係
機
関
や
地
域
と
連
携
し
て
市
民

の
安
全
を
守
る
取
組
を
充
実
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

地
震
対
策
の
強
化
、
豪
雨
等
対
策
の
強

化
、
消
防
体
制
の
強
化
及
び
施
設
等
の

充
実
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
強
化
、
交

通
安
全
対
策
の
推
進
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進�

な
ど

少
子
化
が
進
行
す
る
中
、結
婚・妊
娠
・

出
産
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
ほ
か
、子
育
て
支
援
団
体
・
事

業
者
と
連
携
し
た
支
援
施
策
の
展
開
、
多

様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
的
確
に
対
応
す
る
な
ど
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
地
域
全
体
で
育

む
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、「
豊
か
な
心
、

確
か
な
学
力
、
健
や
か
な
体
」
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
協
力
し
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
少
子
化
や
急
速
に
進
む
国
際
化
・

情
報
化
な
ど
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
様
な
教
育
機
会
の
確
保
と

学
ぶ
場
の
充
実
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
学
び

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
充
実
、

若
者
の
希
望
を
か
な
え
る
支
援
、
自
立

し
生
き
る
力
を
も
つ
児
童
生
徒
の
育
成
、

多
様
な
学
び
の
場
の
充
実
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進�

な
ど

全
て
の
市
民
が
元
気
で
心
身
と
も
に
健

や
か
に
暮
ら
し
、
健
康
寿
命
を
延
伸
で
き

る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ
て
の
健
康
づ
く
り

や
保
健
予
防
の
取
組
な
ど
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
感
染
症

の
流
行
な
ど
に
よ
る
医
療
・
介
護
需
要
の

増
や
変
化
に
対
応
し
た
地
域
医
療
体
制
の

維
持
・
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
や
障
害
等
に
関
係
な
く
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
適
切

な
介
護
・
福
祉
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
主
体
的
に
社

会
・
地
域
活
動
へ
参
加
し
活
躍
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
や
支
援
を
行
う
な
ど
、市
民
、

各
種
団
体
、
関
係
機
関
、
行
政
な
ど
が
一

体
と
な
り
、
互
い
に
支
え
合
い
・
助
け
合

う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

健
康
づ
く
り
の
推
進
、
疾
病
予
防
の
推

進
、
地
域
完
結
型
医
療
の
推
進
、
医
療

人
材
の
育
成
・
確
保
、
高
齢
者
支
援
の

推
進
、
障
害
者
福
祉
の
推
進
、
生
活
困

窮
者
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
就
労
の
推
進�

な
ど

1 2 3 4 5 6 7

守

育

支

めざす都市像を具現化するため、基本計画では、７つの基本目標からなる「政
策の大綱」に基づき施策を体系化し、諸施策を総合的に展開していきます。

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち

次
代
を
担
う
ひ
と
を
育
む
ま
ち

支
え
合
い
健
や
か
に
過
ご
せ
る
ま
ち

基本計画７つの政策の大綱

危機管理
まもる はぐくむ つづけるささえる たもつ つくる つなぐ

子育て 保健 地球環境 観光 市街地形成
ものづくり産業

消防・救急・
救助

子ども・若者
医療 自然・生活環境 シティプロ

モーション
交通・道路

市民安全

学校教育
包括的支援 循環型社会

交流
景観・公園・
住宅

商業・流通・
サービス産業

市民活躍

社会教育

地域福祉 水利用
農林水産業

中小企業等振興
市民スポーツ・
市民文化

1

2

3

広報ふじ 2022年 2月20日号 4



地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
な
ど
、
地
球
環

境
の
保
全
活
動
へ
の
支
援
や
啓
発
な
ど
の

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
発
生

抑
制
・
適
正
処
理
や
資
源
の
有
効
活
用
な

ど
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
ほ
か
、
多
様

な
生
物
や
生
態
系
の
保
全
と
再
生
、
身
近

な
生
活
環
境
の
保
全
な
ど
、
市
民
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
富
士
山
麓

の
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
を
未
来

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
取
組
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供

給
や
生
活
排
水
対
策
の
計
画
的
な
推
進
な

ど
、
豊
か
な
水
資
源
の
有
効
活
用
と
水
環

境
の
保
全
を
図
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

気
候
変
動
対
策
の
推
進
、
環
境
教
育
・

環
境
活
動
の
推
進
、
自
然
環
境
の
保

全
・
再
生
、
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
、

廃
棄
物
の
３
Ｒ
の
推
進
、
安
全
で
安
心

で
き
る
水
道
水
の
持
続
的
な
供
給
、
生

活
排
水
対
策
の
推
進�

な
ど

本
市
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
や
立
地
優

位
性
を
活
か
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、
企
業
立
地
の
受
け
皿
を
整
備

し
て
企
業
誘
致
・
留
置
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
産
技
術
の
革
新
や
人
材
育
成
・
労

働
力
確
保
を
促
進
し
、
既
存
産
業
の
活
性

化
支
援
や
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
新
産
業

の
創
出
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
店
舗
や
商
品
づ
く
り

な
ど
の
支
援
に
よ
る
商
業
振
興
や
、
田
子

の
浦
港
の
港
湾
機
能
の
更
な
る
強
化
な
ど

に
よ
る
流
通
機
能
の
活
性
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
業
で
は
、
特
色
あ
る

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
６★

次
産
業
化

に
よ
る
販
路
拡
大
や
商
品
開
発
の
支
援
、

生
産
基
盤
の
強
化
や
担
い
手
の
確
保
・
育

成
な
ど
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る

中
、
若
い
人
材
の
雇
用
確
保
を
進
め
る
と

と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
柔
軟
で
多

様
な
働
き
方
の
導
入
を
促
進
す
る
ほ
か
、

女
性
や
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
の
雇
用
環

境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

★
6
次
産
業
化
…
農
林
漁
業
、
製
造
業
、

小
売
業
等
の
事
業
を
一
体
的
に
進
め
、

新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
取
組

◇
主
な
施
策

新
産
業
・
成
長
産
業
へ
の
参
入
支
援
、

既
存
産
業
の
活
性
化
支
援
、
企
業
立
地

の
促
進
、
港
湾
の
利
活
用
推
進
、
地
場

産
品
の
生
産
支
援
と
付
加
価
値
の
向
上
、

経
営
基
盤
の
強
化
及
び
起
業
・
創
業
支

援
、
労
働
環
境
の
充
実�

な
ど

東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
が
止
ま
ら
な
い

中
、
生
活
の
場
と
し
て
の
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
、
地
方
へ
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
地
方
創

生
を
更
に
進
め
る
た
め
、
本
市
が
有
す
る

人
材
や
産
業
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
磨

き
上
げ
、
有
機
的
な
連
携
・
活
用
を
図
る

ほ
か
、
本
市
の
魅
力
に
関
す
る
情
報
発
信

を
拡
充
し
、
本
市
と
様
々
な
形
で
関
わ
る

人
を
増
や
す
と
と
も
に
、
市
民
が
愛
着
と

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や

情
報
通
信
技
術
の
進
展
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
等
に
よ
り
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
な
ど
の

流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
観
光
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
分
野
に
お
い
て
交
流

を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る

な
ど
、
国
内
外
の
人
や
ま
ち
な
ど
と
新
た

な
繋
が
り
を
生
み
出
し
、
関
係
を
深
め
る

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の

新
た
な
価
値
や
魅
力
を
創
造
し
ま
す
。

◇
主
な
施
策

富
士
山
活
用
の
推
進
、
ま
ち
の
ブ
ラ
ン

ド
強
化
及
び
愛
着
と
誇
り
の
醸
成
、
移

住
定
住
の
促
進
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推

進
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
交
流
の
創
出
、

国
際
交
流
の
促
進�

な
ど

人
口
減
少
が
進
行
し
、
空
き
家
・
空
き

地
の
増
加
に
よ
る
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
や

公
共
交
通
の
撤
退
・
縮
小
な
ど
、
暮
ら
し
に

影
響
を
及
ぼ
す
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
都

市
拠
点
・
生
活
拠
点
に
主
要
な
都
市
機
能

や
住
居
を
集
約
し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
暮
ら
し
の
質

を
維
持
す
る
集
約
・
連
携
型
の
都
市
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
適
切
な
土
地
利
用
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
基
盤
の
持
続
可
能
性
や
安
全

性
を
高
め
る
た
め
、
道
路
・
公
園
な
ど
の
整

備
や
老
朽
化
・
機
能
向
上
へ
の
対
応
を
図
る

と
と
も
に
、
富
士
山
の
眺
望
を
活
か
し
た
う

る
お
い
の
あ
る
景
観
づ
く
り
や
良
好
な
住
環

境
の
形
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
快
適
に
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
主
な
施
策

土
地
利
用
の
適
正
化
、
公
共
交
通
の
充

実
、
快
適
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
美
し
い
景
観
の
保
全
・
創
出
、
安

心
で
快
適
な
住
宅
の
確
保�

な
ど

保

創

繋

続

豊
か
な
環
境
を
保
ち
継
承
す
る
ま
ち

活
力
を
創
り
高
め
る
ま
ち

魅
力
を
活
か
し
人
と
人
を
繋
ぐ
ま
ち

快
適
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
ま
ち

問
合
せ
／
企
画
課
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Eso-kikaku@
div.city.fuji.

shizuoka.jp

※
第
六
次
富
士
市
総
合
計
画
は
3
月

下
旬
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
ま
す
。
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